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②学校と地域
の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

・少子高齢化や地域とのつなが
りが希薄化している中で、学校
のみならず、家庭や地域住民
等が相互に連携・協働して、地
域全体で子ども達を育てていく
ことが課題である。
・現在協力していただいている
地域住民によるボランティアの
人材が固定化されている傾向
にある。

町民総がかりの教育展開のもと、地域
にねざした学校づくりをさらに推進する
ため、ＰＴＡ活動と地域学校協働活動の
融合をテーマとした研修会を学校運営
協議会、ＰＴＡ、教師向けに開催し、白い
森子ども応援隊の一員としてのＰＴＡ活
動の推進について、より一層の理解を
得ると共に参画を促す。

学校パートナー、放課後子ども教室ボラ
ンティア、白い森学習支援センター関係ボ
ランティアなどに加え、小国町PTA連絡協
議会との連携もさらに深め、地域学校協
働活動として、白い森子ども応援隊への
保護者の理解と参画を一層推進しながら
活動を実施する。このことにより、子ども
たちの自発的意識が育っていることから、
さらに活動を定着化させ、意識向上の継
続を目指す。

地域がまるごと子ども育成サ
ポーターとなる白い森子ども応
援隊への理解と参画が進み、新
規ボランティア人材が増えること
で、多様な分野で得意とする講
座等の先生が誕生し、地域に溶
け込んだ活動の中で児童生徒と
の協働活動により、多様な支援
活動として輪が広がっていく。

・新たな学校支援ボ
ランティアの人数を
増やす取組みの中
で、子ども達と協働で
行う「地域や社会をよ
くするために何かをし
てみたいと思う児童
生徒の割合」（全国
学力学習状況調査に
おける児童生徒質問
紙より）

75.5 % 78.0

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」申請関係様式

1 ページ


